
 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の近未来～正規雇用とフリーター～Ⅰ 

 現在の労働環境について考えてきました。教科書では「労働基準法」などについて記載されたわ

ずかに２ページ（１時間程度）の内容ですが、昨今の労働環境を考えた時、みんなに「ある程度の

情報を提供しておいた方がいいのではないか」との思いから５時間を配当しました。考えるのは

10 年後の自分の姿、特に「働く」自分の姿とその環境についてでした。というのも、近年のこの

国の労働者、とりわけ若年層を取り巻く環境は、実に過酷なものとなっているからです。正規雇用

は 1997 年からの５年間で約 317 万人減少し、逆に非正規雇用（いわゆるフリーター等）は同じ

５年間で約 331 万人増加しているのです。特に若者の２人に１人はフリーターというデータもあ

り、事態は深刻です。人件費を抑制したい企業の思惑があるからですが、実際に 15 歳～34 歳の

平均年収を比較した場合、正規雇用が約 384 万円

なのに対し、フリーターは 119 万円です。フリー

ターは基本的に昇級がありませんので、生涯年収で

比較するとさらにその差は拡大します。収入が低け

れば、未婚率や第１子の出産年齢も高くなるのは必

然で、少子化がよりいっそう進むことにもなります。

また、この平均年収から試算した納税額は、正規雇

用が約 65 万円なのに対し、フリーターは約 24 万

円となり、このこともまたこの国の社会基盤を揺る

がしかねません。１度ドロップアウトすると這い上

がりにくいとされるフリーターですが、中高年化も

含めて由々しき問題となってきています。なお、フ

リーターについては、内閣府の定義を踏襲しました。 
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ピースピースピースピース    

 労働者は働きたくても働けなくて、働

きすぎて命を失っていくことがあり、不

公平だと思いました。フリーターよりも

正規雇用がいいと思っていたけど、正規

雇用も怖くなりました。どっちがよりよ

いのかわかりません。また税収が減った

り、少子化が進んだりして、日本は大丈

夫なのかと思いました。企業側と労働者

側が対等な立場で、労働者がそれなりの

賃金をもらえる公平な世の中になってほ

しいと思いました。 


